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1 はじめに

本研究では，遺伝的アルゴリズム [2]を用いたオフィ
スレイアウト支援システムを提案する．このシステム

では，部屋の大きさ，配置したい什器の数などの条件

をユーザを入力すると，条件にあうレイアウト案を遺

伝的アルゴリズムを用いて探索を行い，結果としてい

くつかのレイアウト案をユーザに提示する．什器は部

署単位でグループに分けて扱い，グループ単位で配置

案を考える．グループ同士の相対位置関係はシーケン

スぺアで表現する．シーケンスペアとは，矩形同士の

位置関係を表現する方法であり，VLSI設計での配置
問題などに用いられている．

2 シーケンスペア

シーケンスペア (sequence-pair)とは，矩形同士の
位置関係を表現する方法であり，VLSI設計での配置
やフロアプランの作成などに用いられている [3]–[5]．
シーケンスペアでは，矩形の相対位置関係を矩形名の

順列 Γ+とΓ−の対により，(Γ+;Γ−)の形で表す．シー
ケンスペアでは，

• Γ−1
+ (a) < Γ−1

+ (b) かつ Γ−1
− (a) < Γ−1

− (b)の時

矩形 aは矩形 bの左に位置する

• Γ−1
+ (a) < Γ−1

+ (b) かつ Γ−1
− (a) > Γ−1

− (b)の時

矩形 aは矩形 bの上に位置する

ことを意味する．ここで，Γ−1
+ (x) は Γ+の中で x が

何番目か，Γ−1
− (x) は Γ− の中で x が何番目かを表し

ている．例えば (Γ+;Γ−) = (1234;2413) が表す矩形の
配置は図 1のようになる．

3 オフィスレイアウト支援システム

提案するオフィスレイアウト支援システムでは，部

屋の大きさ，配置したい什器の数などの条件が入力さ
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図 1: (Γ+; Γ−) = (1234; 2413) が表す矩形の配置
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図 2: システムのイメージ

れると，複数のレイアウト案を遺伝的アルゴリズムを

用いて作成し，提示する．

提案システムでは机などの什器をグループ (部署)単
位でまとめて扱い，グループごとの配置案の組み合わ

せでレイアウトを表現する．グループごとの配置案は

矩形で表現されるため，グループごとの配置案間の位

置関係をシーケンスペアで表現する．

提案システムでは，図 3のように遺伝子の形でレイ
アウト案を表現する．遺伝子は，(1) グループ間の位
置関係，(2)グループごとの配置案の番号，(3)グルー
プごとの配置案の向きを表す 3つの部分から構成され
る．グループ間の位置関係は，シーケンスペアで表現

するが，シーケンスペアをそのまま遺伝子として表現

すると交叉や突然変異により致死遺伝子が発生してし

まうため，シーケンスペアを順序表現 [6]に変換した
ものを遺伝子として用いる．評価は，遺伝子の表現す

るレイアウト案がどれくらいコンパクトなものである

かを評価することにより行う．

2－17

2L-2 情報処理学会第66回全国大会



1 1 1 3 2 1 2 1 1 1 1

Relation between Groups Plan No. Rotation

1

2

3

1

2

1

1 : 0   (degree)
2 : 90 (degree)

group1

group2

gr
ou

p3

group3group1 group2

2

Corresponding Layout Plan

図 3: レイアウト案の遺伝子による表現

4 計算機実験

提案システムの動作を確認し，有効性を示すために

計算機実験を行った．提案システムを用いて，様々な

条件下でレイアウト案を生成した．図 4，5にその例を
示す．図中の黒い四角は柱を，グレーの四角はグルー

プを表している．

5 おわりに

本研究では，遺伝的アルゴリズムとシーケンスペア

を用いたオフィスレイアウト支援システムを提案した．

今後は，照明や配線，人の流れなども考慮したレイア

ウト案の生成を目指す．

参考文献

[1] 是永基樹, 萩原将文:“対話型進化計算法によるインテ
リアレイアウト支援システム,” 情報処理学会論文誌，
Vol.41, No.11, pp.3152-3160, 2000.

[2] 北野宏明: 遺伝的アルゴリズム, 産業図書, 1993.
[3] 藤吉邦洋, 大村智一, 井尻堅大：“Simulated Anneal-

ing法探索に適した Sequence-Pairによるパッキング
解空間,”電子情報通信学会技術研究報告, VLD99-118,
Vol.99, No.659, pp.9-16, 2000.

[4] 大村智一,藤吉邦洋：“Sequence-Pairを用いたパッキ
ングにおける矩形回転による面積最小化 – 局面的なス
ライス構造の利用 –,” 電子情報通信学会技術研究報告,
VLD99-119, Vol.99, No.659, pp.17-24, 2000.

[5] 藤吉邦洋,村田洋：“L型モジュールを含んだ矩形パッ
キング問題に対する Sequence-Pairを用いたアルゴリ
ズム,” 電子情報通信学会論文誌 A, Vol.J83-A, No.5,
pp499-510, 2000.

[6] Grefenstette, J.J., Gooal, R., Rosmaita, B. and Van
Gucht, D. : G enetic Algorithm for the Traveling
Salesman Problem, Proc. 1st. ICGA, 1985.

(a)

(b)

図 4: 生成されたレイアウト案の例 (1).
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図 5: 生成されたレイアウト案の例 (2).
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